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新
春
恒
例
の
消
防
出
初
め
式

が
、
四
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
午
前
十
時
、
千
手
神
社
境
内

に
は
、
第
一
分
団
、
第
二
分
団

の
団
員
が
勢
ぞ
ろ
い
．
暮
れ
か

ら
降
り
続
い
て
い
る
雪
が
、
容

赦
な
く
降
り
か
か
つ
て
く
る
中

で
の
式
典
で
し
た
．

　
昨
年
は
、
十
二
月
二
十
四
日

に
原
田
で
保
育
園
児
が
亡
く
な

る
と
い
う
痛
ま
し
い
火
災
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
．
火
事
は
、
ち

ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
も
と
で

す
。　

今
年
こ
そ
は
、
無
事
故
、
無

火
災
に
と
み
ん
な
で
祈
願
を
し

ま
し
た
。

◎お互いが協力しあいましょう
　　●路上駐車は除雪の防げ！
　　●事故のないよう細心の注意！
　　●プロパンボンベは固定しよう！
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酷

謙
」

　
第
八
回
町
議
会
定
例
会
が
、
先
月
十
八
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
審
議
日
程
は
、
十
八
日
に
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
と
条
例
改

正
な
ど
、
二
十
二
日
に
は
、
五
十
四
年
度
の
各
会
計
の
決
算
認
定

を
、
ま
た
、
二
十
三
日
に
も
条
例
改
正
と
、
そ
れ
に
各
会
計
の
補

正
予
算
な
ど
と
い
う
順
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
の
主
な
も
の
を
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

一
般
質
間
は
四
氏

囹
専
決
処
分
の
承
認

使
用
料
条
例
の
改
正
も

▽
昭
和
五
十
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
六
号
）

　
八
百
十
九
万
五
千
円
を
追
加
し
て
、

総
額
を
二
十
五
億
一
千
九
十
三
万
三
千

円
と
し
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
、
駐
車

場
造
成
工
事
請
負
費
（
栄
行
寺
様
前
）

の
七
百
九
十
万
円
で
す
。

▽
昭
和
五
十
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
七
号
）

　
千
八
百
四
十
七
万
九
千
円
を
追
加
し
、

総
額
は
二
十
五
億
二
千
九
百
四
十
一
万

二
千
円
で
す
。
道
路
改
良
舗
装
工
事
（

町
道
山
野
田
原
栄
町
線
な
ど
）
が
千
二

百
六
十
五
万
円
で
一
番
大
き
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

囹
請
願
　
関
係

▽
橘
小
学
校
校
舎
築
改
築
を

▽
町
道
節
黒
城
趾
線
改
良
舗
装
工
事
と

節
黒
城
趾
観
光
施
設
整
備
を

▽
野
口
部
落
内
（
町
道
野
口
大
原
線
）

消
雪
パ
イ
プ
布
設
を

囹
町
政
に
対
す
る
一
般
質
間

◇
登
坂
　
茂
議
員
　
町
へ
き
地
教
育
振

興
協
議
会
へ
の
町
補
助
金
が
打
ち
切
ら

れ
た
が
、
復
活
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◇
根
津
町
長
　
国
も
地
方
も
財
政
難
で

あ
る
。
法
令
外
負
担
金
な
ど
に
つ
い
て

は
厳
し
く
規
制
す
る
方
針
で
あ
り
、
そ

の
数
を
一
つ
で
も
減
ら
す
こ
と
が
望
ま

し
い
。
へ
き
地
教
育
振
興
会
は
町
教
育

振
興
会
の
類
似
団
体
と
み
な
し
、
そ
ち

ら
の
方
の
町
補
助
金
は
増
額
し
て
い
る

の
で
、
そ
の
中
か
ら
配
分
を
受
け
て
ほ

し
い
。
へ
き
地
教
育
振
興
会
は
、
強
固

な
団
結
力
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
活
動

に
よ
っ
て
へ
き
地
校
を
脱
却
す
る
こ
と

も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

◇
田
中
与
三
郎
議
員
　
小
河
川
下
流
流

域
関
係
者
は
、
洪
水
時
の
護
岸
や
汚
泥

水
流
入
、
上
流
で
の
ゴ
ミ
投
棄
な
ど
に

よ
る
不
利
益
を
受
け
て
い
る
が
、
そ
の

対
策
に
つ
い
て
。
ま
た
、
最
近
町
内
で

の
交
通
事
故
件
数
が
増
加
し
て
い
る
が
、

事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

◇
根
津
町
長
　
小
河
川
下
流
流
域
住
民

が
被
っ
て
い
る
不
利
益
に
つ
い
て
は
、

以
前
に
も
議
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

千
手
地
区
で
は
、
集
落
内
雑
排
水
の
処

理
と
し
て
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
事
業
を
重
点

的
に
進
め
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
と
行
政

に
お
い
て
は
、
方
策
を
講
じ
て
い
ζ
。

環
境
衛
生
は
全
町
民
の
協
力
が
な
け
れ

ば
功
を
奏
さ
な
い
。

　
交
通
事
故
防
止
の
問
題
は
、
ま
ず
飲

酒
運
転
追
放
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と

か
ら
。
こ
れ
に
は
飲
酒
運
転
防
止
署
名

簿
を
各
交
通
安
全
協
会
支
部
．
こ
と
に
行

う
こ
と
な
ど
も
方
策
。
ま
た
、
交
通
安

全
町
民
害
笠
早
も
考
え
て
み
た
い
。

◇
戸
田
専
治
議
員
　
条
例
の
「
不
具
廃

疾
者
」
と
い
う
侮
蔑
的
な
用
語
を
改
め

て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
十
日
町
市
内
に

町
立
歯
科
診
療
所
を
開
設
し
た
こ
と
は

条
例
違
反
で
は
な
い
か
。

◇
根
津
町
長
　
侮
蔑
的
用
語
の
改
正
に

つ
い
て
は
同
感
で
あ
る
。
法
律
用
語
で

あ
る
だ
け
に
、
政
府
見
解
に
基
づ
い
て

改
正
し
た
い
。

　
出
張
歯
科
診
療
所
に
つ
い
て
は
、
将

来
は
町
一
本
に
し
て
も
ら
う
こ
と
が
望

ま
し
い
が
、
県
の
指
導
を
受
け
て
今
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

囹
資
料
提
供
者
（
敬
称
略
）

き

高
橋
茂
雄
（
坪
山
）
、
丸
山
茂
吉
（
根

深
）
、
斉
木
利
栄
（
小
脇
）
、
星
名
四

郎
（
上
野
）
、
清
水
喜
久
市
（
中
屋
敷
）
、

小
林
作
一
郎
（
中
屋
敷
）
、
藤
本
秀
雄

（
伊
友
）

囹
主
な
提
供
資
料
【
（
）
内
西
暦
】

・
妻
有
之
内
坪
山
村
御
検
地
帳
（
一
六

八
二
年
）
・
公
儀
倹
約
掟
触
書
（
一
七

八
二
年
）
・
小
前
銘
々
持
高
控
帳
（
一

八
四
九
年
）
・
書
状
ー
法
眼
鬼
一
か
ら

源
九
郎
に
あ
て
た
も
の
i
（
二
八
四

年
）
・
書
状
ー
義
経
か
ら
西
塔
武
蔵
に

あ
て
た
も
の
ー
（
一
一
八
四
年
）
、
以

上
二
件
の
書
状
は
、
江
戸
時
代
に
模
し

た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
・
乍
恐
以
書

付
奉
願
上
候
ー
上
野
市
場
開
設
の
願
い

ー
（
一
七
五
九
年
）
・
室
町
時
代
の
銅

製
合
わ
せ
鏡

以
上
総
数
百
九
十
一
件

　
　
　
　
　
　
　
（
十
二
月
末
日
）
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四
月
二
十
七
日
、
池
ケ
原
に
野
営
し

た
征
討
軍
部
隊
が
夜
明
け
を
待
っ
て
小

千
谷
の
街
へ
な
だ
れ
込
み
、
支
援
を
急

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
う

ぐ
歩
兵
組
の
面
々
と
、
後
続
諸
藩
の
行

李
隊
が
悪
路
の
善
光
寺
街
道
を
埋
め
つ

く
し
た
。
上
野
村
ま
で
衆
家
の
軍
用
品

継
ぎ
送
り
を
命
ぜ
ら
れ
た
千
手
会
所
は
、

松
代
御
藩
の
三
井
安
次
郎
隊
に
人
足
四

十
四
人
と
本
馬
六
頭
、
高
田
藩
に
人
足

四
人
、
尾
州
藩
に
カ
ゴ
一
丁
と
人
足
七

人
、
飯
田
藩
に
人
足
八
人
と
本
馬
一
頭
、

高
遠
藩
に
カ
ゴ
五
丁
と
人
足
十
八
人
を

そ
れ
ぞ
れ
差
し
出
し
て
搬
送
し
た
。
後

方
連
絡
で
山
谷
へ
急
ぐ
松
代
御
藩
の
西

角
安
左
衛
門
一
行
に
は
道
案
内
三
人
を

付
け
、
高
田
藩
に
人
足
九
人
、
尾
州
藩

に
人
足
七
人
と
カ
ゴ
ニ
丁
を
手
配
し
て

山
谷
村
へ
往
復
し
た
。

　
四
月
二
十
八
日
、
松
代
御
藩
の
寺
嶋

音
之
丞
が
カ
ゴ
に
乗
り
、
継
ぎ
人
足
十

四
人
を
従
え
て
上
野
、
山
谷
間
を
往
復

し
た
。
長
州
藩
の
諏
訪
廉
三
隊
が
、
千

手
会
所
で
差
し
出
し
た
人
足
三
十
八
人

に
武
器
、
弾
薬
を
持
た
せ
て
上
野
へ
向

か
っ
た
。
こ
の
日
の
上
野
村
は
、
小
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尽
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～
に
至
っ
て
い
る
。
十
日
町
市
で
も
、
定

例
会
に
、
施
設
の
設
置
に
関
す
る
協
議

に
つ
い
て
の
提
案
を
し
て
い
た
だ
く
。

二
十
三
日
に
こ
の
条
例
の
全
面
改
正
を

提
案
す
る
。

◇
戸
田
哲
次
議
員
　
国
鉄
再
建
法
案
と

飯
山
線
の
将
来
お
よ
び
北
越
北
線
の
見

通
し
に
つ
い
て
。

◇
根
津
町
長
国
鉄
再
建
法
は
全
国
的

に
大
き
な
波
紋
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

飯
山
線
は
存
続
に
向
け
て
、
住
民
こ
ぞ

っ
て
し
っ
か
り
と
運
動
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
た
、
北
越
北
線
に
つ
い

て
は
、
県
知
事
は
や
っ
て
も
ら
う
と
言

っ
て
い
る
が
、
全
線
貫
通
の
見
通
し
は

つ
い
て
い
な
い
。
松
代
ー
十
日
町
ー
六

日
町
の
部
分
開
通
だ
け
で
も
や
っ
て
も

ら
い
た
い
。

囹
条
例
の
改
正

▽
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

▽
川
西
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

▽
寒
冷
地
手
当
の
支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

▽
川
西
町
使
用
料
条
例
の
一
部
改
正

　
役
場
出
張
所
、
連
絡
所
の
使
用
料
が

次
の
表
の
よ
う
に
付
け
加
え
ら
れ
ま
し

た
。施

設
名

納
入
区
分

単
位
大
会
議
室

小
会
議
室

橘
出
張
所

上
野
連
絡
所

公
益
外
の
使
用

を
目
的
と
す
る

と
き

一
時
間

当
た
り

二
百
円
百
五
＋
円

※
一
時
間
に
満
た
な
い
場
合
も
一
時
間

　
と
み
な
す
。

※
暖
房
使
用
は
五
〇
％
を
加
算
す
る
。

▽
川
西
町
農
業
共
済
条
例
の
一
部
改
正

〃
タ
§
亭
・
多
・
）
マ
・
、
き
き
そ
｛
≧
董
γ
多
ラ
多
多
《

54年度の各会計

総額で8，100万円の黒字
　
五
十
四
年
度
の
各

会
計
の
決
算
に
つ
い

て
は
別
表
の
と
お
り

で
す
。

　
こ
の
年
も
、
財
政

運
営
は
苦
し
か
っ
た

の
で
す
が
、
一
般
会

計
で
四
千
六
百
九
十

万
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
特

別
会
計
に
お
い
て
も
、

四
つ
の
会
計
で
翌
年

度
へ
の
繰
り
越
し
を

み
て
お
り
、
健
全
財

政
だ
っ
た
と
い
え
ま

す
。　

な
お
、
一
般
会
計

の
決
算
状
況
は
、
詳

細
を
別
掲
と
し
た
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

円●
　
　
●単位

54年度各会計の決算状況

会計区分 歳　　入 歳　　出 差引額

一般会計 2，727，382，822 2，680，892，589 46，490，233

国保事業勘定 403，681，293 392，721，500 10，959，793

国保施設勘定 73，182，439 63，825，723 9，356，716

仙田へき診会計 14，581，357 19，513，140 △4，931，783

歯科診会計 27，670，346 39，280，429 △11，610，083

農業共済会計 67，805，507 37，963，142 29，842，365

簡易水道会計 164，089，056 162，324，809 1，764，247

合　　　　計 3，478，392，820 3，396，521，332 81，871，488

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　噂　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　冒　　　　　　　　o　　　　　　　o　　　　　　一　　　　　　一　　　　一
一一

懸
獺
欝
踊

灘
鵬
馴
翻
難

灘
灘
繋
　
　
難

　
　
　
　
　
　
　
　
鑛

灘灘

懇
羅

モ
谷
方
面
へ
急
ぐ
諸
藩
に
か
き
ま
わ
さ
れ

て
終
日
大
さ
わ
ぎ
を
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
き
も
い
り

　
当
時
、
大
肝
煎
格
で
あ
っ
た
星
名
家

文
書
に
よ
る
と
、
昼
九
つ
半
（
午
後
一

時
）
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
暮
六
つ
（
午

後
六
時
）
に
か
け
て
、
薩
軍
方
の
歩
兵

組
お
よ
そ
四
百
二
十
人
が
来
攻
し
て
上

野
、
祖
師
、
下
平
新
田
の
村
々
に
宿
陣

し
た
。
星
名
家
に
は
総
大
将
今
井
信
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
た

の
御
本
隊
と
御
目
付
衆
、
そ
れ
に
幡
持

の
梶
原
勇
三
郎
、
村
越
仲
右
衛
門
ほ
か

百
四
十
五
人
が
宿
を
と
り
、
祖
師
村
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

林
右
衛
門
（
根
津
町
長
宅
）
に
は
激
兵

中
隊
の
甲
乙
組
三
十
八
人
が
宿
陣
し
た

ほ
か
、
次
の
各
戸
に
宿
泊
し
た
。

　
西
永
寺
二
十
五
人
、
今
井
太
夫
（
太

夫
様
）
七
人
、
源
左
衛
門
（
不
詳
）
二

十
三
人
、
伴
治
郎
（
田
村
俊
一
宅
）
九

人
、
儀
左
衛
門
（
松
沢
賢
治
宅
）
十
人
、

新
治
郎
（
高
橋
チ
カ
宅
）
八
人
、
市
左

衛
門
（
金
子
守
平
宅
）
十
人
、
善
右
衛

門
（
不
詳
）
十
二
人
、
紋
之
助
（
茂
助
、

絶
家
）
上
長
役
、
下
長
役
を
含
め
て
三

十
六
人
、
弥
兵
衛
（
樋
口
一
衛
宅
）
二

十
八
人
、
友
七
（
新
屋
敷
、
絶
家
）
十

三
人
、
祖
師
村
の
善
左
衛
門
（
不
詳
）

　
　
　
　
　
　
響
懸
灘
難
鱗
三
十
四
人
、
源
助
（
清
水
良
家
宅
）
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
人
、
下
平
新
田
の
治
郎
左
衛
門
（
上
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚
稔
宅
）
十
二
人
、
五
右
衛
門
（
上
村
忠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞭
男
宅
）
八
人
、
祐
徳
（
清
水
朝
次
宅
）

　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
か
ら
か
歩
兵
組
が
首
包
を
持
参
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
を
目
撃
し
た
下
男
の
福
蔵
が
驚
い

灘灘購縫

撚
灘
　
　
　
騰

て
店
に
注
進
し
て
い
る
。
新
町
新
田
の

南
沢
川
に
は
血
だ
ら
け
の
生
首
が
二
個

も
捨
て
ら
れ
て
あ
っ
た
。

　
四
月
二
十
九
日
、
前
夜
四
つ
（
午
後

　
　
　
　
　
　
　
　
な
わ

十
時
）
時
分
か
ら
、
縄
手
の
道
を
元
町

へ
向
け
て
行
動
を
開
始
し
た
薩
軍
方
は
、

明
六
つ
（
午
前
六
時
）
ま
で
に
全
員
が

土
橋
、
新
町
新
田
村
を
経
て
仁
田
、
野

口
村
方
面
へ
進
発
し
た
。
う
ち
、
友
七

に
泊
ま
っ
た
十
九
歳
の
兵
隊
一
名
が
戦

争
を
き
ら
っ
て
脱
走
し
、
霜
条
の
寺
方

へ
弟
子
入
り
志
願
し
て
庄
屋
所
を
あ
わ

て
さ
せ
る
一
幕
が
あ
っ
た
。

　
千
手
会
所
で
は
、
松
代
御
藩
の
宮
川

国
蔵
と
高
田
藩
の
春
日
与
吉
に
長
持
二

さ
お
を
調
達
し
、
人
足
八
人
で
上
野
村

ま
で
運
ん
だ
。
高
田
藩
に
は
長
持
の
ほ

か
に
人
夫
二
十
八
人
が
付
け
ら
れ
た
。

松
代
御
藩
の
早
カ
ゴ
ニ
丁
が
山
谷
へ
飛

び
、
尾
州
藩
も
御
用
の
カ
ゴ
四
丁
と
人

足
十
六
人
を
山
谷
へ
往
復
さ
せ
た
。
高

遠
藩
の
荷
物
が
山
谷
に
到
着
し
、
山
野

田
村
の
百
姓
九
人
が
受
領
し
て
き
た
。

　
五
月
朔
日
、
長
州
藩
の
伊
藤
生
茂
が

カ
ゴ
で
上
野
に
向
か
い
、
横
山
藤
太
、

山
本
伊
三
郎
、
西
三
郎
の
三
名
が
道
案

内
一
人
を
付
け
て
あ
と
を
追
っ
た
。
上

野
か
ら
千
手
に
引
き
返
し
た
高
田
藩
の

寺
嶋
誠
太
郎
が
、
人
足
九
人
を
連
れ
て

山
谷
へ
向
か
っ
た
。
こ
の
日
は
諸
藩
御

用
の
小
走
り
が
上
野
、
千
手
、
山
谷
間

を
幾
度
と
な
く
往
復
し
た
。
雪
峠
を
敗

走
し
た
会
津
軍
が
桑
名
軍
と
合
流
し
、

片
貝
村
で
戦
力
を
整
え
た
日
で
あ
る
。
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▲定例会　答弁する町

議会r
L報告

囹
可
決
さ
れ
た
も
の

般
会
計
の
補
正

四
百
十
六
万
円
を
減
額

▽
川
西
町
立
歯
科
診
療
所
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
制
定

▽
区
域
外
に
お
け
る
公
の
施
設
の
設
置

に
関
す
る
協
議

▽
十
日
町
市
に
公
の
施
設
を
使
用
さ
せ

る
こ
と
に
関
す
る
協
議

　
こ
れ
ら
は
、
十
八
日
の
一
般
質
問
に

あ
っ
た
出
張
歯
科
診
療
所
の
問
題
を
、

条
例
の
改
正
と
十
日
町
市
と
の
協
議
に

よ
り
、
合
法
的
に
管
理
、
運
営
す
る
た

め
の
手
続
き
で
す
。

▽
学
校
法
人
に
対
す
る
財
産
の
譲
与
に

関
す
る
条
例
制
定

▽
十
日
町
地
域
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

釜
σ
の
き
の
客
の
雪
ρ
ゑ
◎
赴
ψ
竃
り
ρ
々
σ
の
客
ρ
疑
σ
竃
り
の
垂
§
の
蔓
り
§
ρ
b
『
り
の
恵
の
客
の
々
9
ρ
客
の
客
ρ
客
の
客
葦
ρ
盈
§
ゆ
忽
ρ
疑
り
の
客

改正された国民年金のポイント

年　金　の　種　類　な　ど 改正前（月額） 改正後（月額） 実施年月日

拠
　
　
　
　
　
出
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
　
金

老齢年金

・25年年金 39，225円 42，000円 55．　7．　1

・10年年金 24，741円 26，550円 〃

・　5年年金 20，108円
（8月から）

21，600円
22，600円

　〃
55．　8．　1

障害年金
・1　級 49，792円 52，250円 55．　7．　1

・2　級 39，833円 41，800円 〃

母子・準母子

遺児年金

子らが1人のとき加
算額の引上げ 39，833円 41，800円 〃

・第2子 2，000円 5，000円 〃

・第3子以後 400円 2，000円 〃

母子・準母子

年　　　　金

・母子・準母子加算 騨 15，000円 55．　8．　1

・他の公的年金との

調整

支給停止率は1／3 支給停止率は2／5 55．10．31

ただし、現在の年金受給者の停止率は1／3のまま

寡婦年金 ・支給条件の改善 届出婚が10年以上
継続している

事実婚（内縁関係）
でもよいことになった

55．　7．　1

死亡一時金 ・支給条件の改正
母子・準母子年金に
支給していた

母子・準母子年金は
支給しない 55．10．31

保　険　料 ・定額保険料の改定
3，770円 4，500円 56．　4．　1

その後は毎年4月に段階的に引き上げる

福
　
　
　
祉
　
　
　
年
　
　
　
金

老齢福祉
年　　　　金

・明治44年4月1日
以前に生まれた人 20，000円 22，500円 55．　8．　1

障害福祉
年　　　　金

・1　級 30，000円 33，800円 〃

・2　級 20，000円 22，500円 〃

母子・準母子

福祉年金

子らが1人のとき加
算額の引き上げ 26，000円 29，300円 〃

・第2子 2，000円 5，000円 〃

・第3子以後 400円 2，000円 〃

老齢・母子・

準母子福祉
年　　　　金

・他の公的年金との

併給制限限度額
（年）　410，000円 （年）450，000円 〃

所得制限
限　度　額
（本人）

・老齢・障害福祉年
金（夫婦の場合） （年収）　208万円 （年収）　216万円 〃

・母子・準母子福祉
年金（子1人の場
合）

（年収）　347万円 （年収）　361万円 〃

協
議
会
の
廃
止

▽
十
日
町
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
利
用

の
事
務
委
託

▽
昭
和
五
十
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
八
号
）

　
四
百
十
六
万
八
千
円
を
減
額
し
て
、

総
額
は
二
十
五
億
二
千
五
百
二
十
四
万

四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
減
額
の
主
な

も
の
は
、
農
村
総
合
整
備
事
業
費
の
う

ち
の
工
事
請
負
費
で
三
千
二
百
三
十
四

万
円
、
そ
れ
に
坪
山
城
跡
発
掘
費
の
二

百
五
十
万
五
千
円
が
そ
っ
く
り
削
ら
れ

ま
し
た
。
増
え
た
も
の
と
し
て
は
、
給

「
喪
、
f
ん

協　
　
　
　
　
　
福
祉
年
金
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
給
の
方
に

ね

有
利

与
条
例
の
改
正
に
よ
る
分
が
主
で
、
ほ

か
に
は
農
業
振
興
費
の
四
百
三
十
六
万

一
千
円
、
水
田
利
用
再
編
対
策
費
の
三

百
十
九
万
一
千
円
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
に
つ
い
て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
補
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
専
決
事
項
の
指
定

▽
北
方
領
土
早
期
復
帰
に
関
す
る
決
議

▽
靖
国
神
社
公
式
参
拝
に
関
す
る
意
見

書
の
提
出

　
こ
れ
ら
一
二
件
は
発
議
案
と
し
て
出
さ

れ
た
も
の
で
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
　
　
弘
ー
〈
1
し

　
　
　
　
D

な
預
金

　
福
祉
年
金
と
児
童
扶
養
手
当
、
そ

れ
に
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
の
方

に
限
り
、
特
別
措
置
に
よ
る
有
利
な

定
期
預
金
制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
対
象
預
金
預
入
期
間
一
年
の
定

　
　
　
　
　
　
期
預
金

②
預
入
限
度
　
一
人
百
万
円
以
内

③
取
扱
期
間
昭
和
五
十
六
年
十
一

　
　
　
　
　
　
月
三
十
日
ま
で

④
利
　
率
年
利
七
・
七
五
パ
ー

　
　
　
　
　
　
セ
ン
ト

　
手
続
き
は
、
各
証
書
を
持
参
の
う

制
度
〃
髄

え
、
郵
便
局
、
信
用
組
合
、
各
銀
行

の
窓
口
で
お
取
り
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
不
明
の
こ
と
は
、
役
場
年

金
係
へ
。

㌔＼
k％
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さ
ら
に
決
意
を
新
た
に

町
長
根
　
津
　
正

　
昭
和
五
十

六
年
の
輝
か

し
い
新
春
に

あ
た
り
、
皆

皆
様
の
ご
健

康
と
ご
繁
栄
、

そ
し
て
限
り

な
い
お
幸
せ

を
心
か
ら
お

祈
り
中
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
ト
リ
年
で
す
。
ニ
ワ
ト
リ
の
話
で
日
本
で

最
も
古
く
で
て
く
る
の
は
、
古
事
記
の
天
の
岩
戸
の

新
年
の
ご
祝
辞

　
　
　
　
議
会
議
長

　
　
　
　
　
平
　
野
　
圭

二

三

　
輝
か
し
い
昭
和

五
十
六
年
の
初
春

を
迎
え
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
な
に
よ

り
も
一
万
町
民
の

皆
様
方
の
ご
健
勝

と
ご
繁
栄
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
ど
も
町
議
会
は
、
町
政
運
営
の
正
し
く
誤
り
な

き
を
期
し
、
ま
た
、
川
西
町
各
地
域
の
実
情
を
は
握

　
神
話
で
、
天
照
大
神
（
あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み
）

　
を
岩
戸
か
ら
お
出
し
す
る
た
め
に
鳴
く
常
世
の
長
鳴

　
鳥
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
太
陽
を
呼
び
出
し
、

　
明
日
を
告
げ
る
の
が
ニ
ワ
ト
リ
で
す
。

　
　
今
年
は
ト
リ
年
に
あ
や
か
っ
て
、
幸
せ
を
呼
び
出

　
し
て
く
れ
る
年
、
豊
作
や
商
売
繁
盛
を
呼
び
出
し
て

　
も
ら
う
年
に
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、

ト
リ
に
な
ら
っ
て
、
早
寝
早
起
き
の
習
慣
を
つ
け
、
時

間
を
守
り
時
を
た
い
せ
つ
に
す
る
年
で
あ
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　
昨
年
は
十
月
一
日
に
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

九
千
八
百
八
十
三
人
と
川
西
町
の
人
口
が
と
う
と
う
一

万
人
を
割
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
次
の
国
勢
調
査
で
は

ぜ
ひ
一
万
人
を
超
え
る
よ
う
な
町
づ
く
り
を
進
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
第
三
次
総
合
開
発
計
画
で
は
、
人

口
一
万
二
千
人
の
町
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
十
年
間
で
こ
の
目
標
を
達
す
る
た

め
に
は
、
年
平
均
二
百
十
一
人
の
人
口
増
を
必
要
と
し

ま
す
。

し
、
調
和
の
と
れ
た
町
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
本
年
は
任
期
満
了
の
年
で
す
。
こ
の
間
、
皆
様
方

の
．
こ
協
力
、
ご
指
導
に
対
し
ま
し
て
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
最
善
の
努
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　
悪
条
件
を
克
服
し
て
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
、

五
十
五
年
度
の
投
資
は
十
億
七
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
広
報
な
ど
で
ご
承
知
の
と
お
り
、
学
校
、
水
道
、

そ
れ
に
道
路
、
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
土
地
改
良
事
業
、

新
農
業
構
造
改
善
事
業
等
で
、
先
進
地
に
追
い
つ
き
、

追
い
越
す
意
気
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
五
十
四
年
度
の
決
算
に
お
き
ま
し
て
は
、
一
般
会
計

の
歳
出
二
十
六
億
八
千
万
円
と
特
別
会
計
の
七
億
一
千

万
円
を
合
せ
る
と
三
十
三
億
九
千
万
円
余
り
に
な
り
ま

す
。
こ
の
う
ち
、
自
主
財
源
（
町
で
出
す
お
金
）
は
一

八
パ
ー
セ
ン
ト
弱
で
、
あ
と
の
八
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
は
依

　
今
年
は
川
西
町
が
誕
生
し
て
か
ら
二
十
五
周
年
に
あ

た
り
ま
す
。
昭
和
三
十
一
年
以
来
減
少
し
た
人
口
は
四

千
九
百
二
十
一
人
で
減
少
率
は
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

ま
た
四
百
二
十
八
世
帯
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
二

十
五
年
間
、
高
度
経
済
成
長
の
荒
波
に
よ
る
大
き
な
過

疎
化
現
象
に
虐
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
反
面
、
合
併
当
時

で
は
想
像
で
き
な
か
っ
た
発
展
的
変
ぼ
う
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
適
正
規
模
の
合
併
を
成
し
遂
げ
、
町
民
が
一

丸
と
な
っ
て
町
づ
く
り
に
専
心
し
て
き
た
た
ま
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
六
年
も
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
容
易
な
ら

ざ
る
厳
し
さ
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
公
共
事
業
の
伸
び
が

抑
え
ら
れ
、
伸
び
悩
む
地
方
財
政
の
中
で
町
民
各
位
の

限
り
な
い
要
望
に
応
え
、
地
域
の
後
進
性
を
脱
却
す
る

た
め
に
先
輩
が
培
っ
た
四
半
世
紀
の
尊
い
基
盤
の
上
に

立
っ
て
、
社
会
情
勢
の
変
化
と
住
民
意
識
の
変
ぼ
う
に

対
応
し
な
が
ら
、
職
務
に
ま
い
進
し
、
町
民
各
位
の
ご

期
待
に
添
う
べ
く
、
さ
ら
に
決
意
を
新
た
に
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

存
財
源
（
国
や
県
か
ら
く
る
お
金
）
で
す
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
、
議
会
で
も
町
当
局
と
一
体
と
な
っ
て
、
国

や
県
へ
働
き
か
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
昨
年
は
、
冷
害
や
織
物
産
業
の
不
況
、
ま
た
、
石
油

問
題
な
ど
で
、
私
た
ち
の
生
活
も
大
き
な
影
響
を
受
け

ま
し
た
。
国
勢
調
査
人
口
が
一
万
人
を
割
っ
た
こ
と
も

深
刻
に
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
中
に

あ
っ
て
、
㈱
ジ
ャ
ル
コ
の
進
出
は
明
る
い
話
題
で
し
た
。

優
れ
た
工
場
の
誘
致
や
雪
資
源
の
開
発
な
ど
は
、
町
を

あ
げ
て
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
で
の
消
費
、
建
設
、
貯
蓄
等
を
図
っ
て
い
く

こ
と
も
た
い
せ
つ
で
す
。

　
地
方
自
治
体
の
健
全
な
発
展
は
、
国
家
発
展
の
基
本

で
す
。
波
高
き
地
方
の
時
代
を
お
互
い
の
協
力
で
乗
り

切
る
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
い
嘱
託
員

　
　
　
　
　
…
…
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
千
手
地
区

○
中
島
町
・
相
崎
武
三
郎
、
○
山
野
田

・
清
水
ち
い
、
○
発
電
所
通
西
・
工
藤

逸
夫
、
○
発
電
所
通
東
・
田
中
英
一
、

○
永
久
公
舎
・
高
橋
福
二
、
○
山
野
田

住
宅
・
室
岡
倉
二
、
○
朝
日
町
．
高
橋

誠
二
、
〇
四
郎
兼
・
平
野
益
三
、
○
東

善
寺
・
北
村
健
二
、
○
上
町
．
丸
山
和

夫
、
○
中
央
町
・
馬
場
文
雄
、
○
田
中

町
・
太
田
一
雄
、
○
神
社
町
・
小
林
ス

ズ
イ
、
○
学
校
町
・
高
橋
芳
江
、
○
中

屋
敷
・
富
田
幸
二
、
○
寺
尾
・
清
水
順

策
、
○
木
島
町
・
南
雲
国
平
、
○
沖
立

・
数
藤
貞
義
、
○
伊
友
・
羽
鳥
力
夫
、

○
高
原
田
・
小
野
塚
潔
、
o
坪
山
・
中

村
謹
治
、
○
霜
条
・
蔵
品
信
義
、
○
鶴

吉
・
田
村
伸
夫

【
上
野
地
区

○
上
野
・
高
橋
　
実
、
○
新
町
新
田
．

渡
辺
一
郎
、
〇
三
領
・
高
橋
正
二

【
橘
地
区
】

○
木
落
・
田
口
一
男
、
○
寺
ケ
崎
・
清

水
邦
吉
、
○
塩
辛
・
藤
巻
一
郎
、
○
仁

田
・
平
沢
徳
松
、
○
野
口
・
大
久
保
武

義
、
○
原
田
・
丸
山
英
一
、
○
根
深
．

丸
山
ユ
リ
、
○
下
原
・
須
藤
博
英
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い

　
　
昨
年
と
は
う
っ
て
変
わ
っ
て
、
　
…

　
豪
雪
の
中
で
新
し
い
年
を
迎
え
ま
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
五
日
の
午
後
三
時
に
は
、
川
西
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
ダ
ム
付
近
で
の
積
雪
が
、
ニ
メ
ー
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
は
、
そ
の
年
の
無
病
息
災
を
祈
り
、
｝

　
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
の
目
標
を
立
て
　
…

　
て
お
進
み
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
そ
こ
で
、
今
回
は
各
方
面
で
ご
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
活
躍
の
方
々
に
、
わ
た
し
の
年
頭
　
…

　
所
感
と
い
う
題
で
お
聞
き
し
て
み
　
…

　
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

一一〇1一一一一噛，一一一一一一9一一〇〇零一じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

一
ト
ル
八
十
セ
ン
チ
に
な
り
ま
し
た
。
…

，働ロロ

．
町
で
は
、
早
速
豪
雪
対
策
本
部
を
　
…

，り　

．
設
置
し
、
大
雪
に
対
処
し
て
い
ま
　
…

リロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

り

．
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

甲　ロ

一
　
さ
て
、
ど
な
た
も
年
の
初
め
に
　
｝

，甲一一，噂一一一一一一一一〇一〇一，一一一一甲甲一〇一〇一一一一甲■一一〇一甲

良

い
時
計

ー
長
男
と
の
対
話
か
ら

坂
井
雄
三
先
生
（
川
酉
高
校
長
）

　
小
学
校
の
生
徒
が
時
計
を
し
て
い
る

の
も
珍
し
く
な
い
昨
今
で
す
が
、
一
昔

前
く
ら
い
ま
で
は
中
学
二
年
に
な
る
と

入
試
の
関
係
も
あ
っ
て
、
よ
う
や
く
買

い
与
え
ら
れ
る
の
が
普
通
で
し
た
。

　
私
が
長
男
に
買
っ
て
や
っ
た
の
も
そ

の
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
夕
食
時
、
長
男
は
新
し
い
時
計
を
買

っ
て
も
ら
っ
た
の
が
う
れ
し
い
の
か
、

し
き
り
と
時
間
を
確
か
め
る
よ
う
に
見

る
の
で
し
た
。
親
と
し
て
子
供
が
喜
ぶ

姿
を
見
る
の
ほ
ど
う
れ
し
い
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
買
っ
て
や
っ
て
ほ
ん
と
う

に
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
右
の
で
し
た
。

　
「
お
父
さ
ん
、
良
い
時
計
と
い
う
の

は
ど
う
い
う
時
計
？
」
と
長
男
は
私
に

た
ず
ね
た
も
の
で
し
た
。

　
そ
の
と
き
、
私
は
ふ
と
ス
イ
ス
の
少

老
人
交
通
安
全
対
策

五
つ
の
ポ
イ

高
　
橋

　
老
人
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
皆
さ

さ
ん
お
願
い
し
ま
す
。

ン
ト

作
平
さ
ん
（
中
仙
田
）

①
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
、
車
道

に
出
る
と
き
に
は
必
ず
右
左
を
よ
く
見

て
、
い
ま
一
度
右
を
見
て
か
ら
に
し
ま

し
ょ
う
。
左
側
を
歩
い
て
い
る
方
が
見

が
け
ら
れ
ま
す
が
い
け
ま
せ
ん
よ
。

②
老
人
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

道
路
で
立
ち
話
を
し
て
い
る
方
が
だ
い

ぶ
見
ら
れ
ま
す
。
た
い
へ
ん
危
険
な
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俺

豫憩醗豪きi
欝欝萎難嚢嚢灘i

年
時
計
工
が
技
師
に
同
じ
質
問
を
し
た

の
を
思
い
だ
し
ま
し
た
。

　
　
「
良
い
時
計
と
い
う
の
は
、
ね
じ
を

巻
き
た
て
の
と
き
も
、
ね
じ
が
ゆ
る
ん

で
き
た
と
き
も
正
確
な
時
刻
を
示
す
時

計
で
あ
り
、
ま
た
寒
い
と
き
で
も
暑
い

と
き
で
も
狂
わ
な
い
時
計
だ
よ
」
と
話

し
て
や
り
ま
し
た
。
そ
し
て
正
確
な
時

計
と
人
間
の
生
き
方
が
よ
く
似
て
い
る

こ
と
も
付
け
加
え
た
の
で
し
た
。

　
そ
し
て
さ
ら
に
私
は
良
い
時
計
と
い

う
の
は
、
そ
の
置
か
れ
た
位
置
に
よ
っ

て
左
右
さ
れ
ず
、
狂
わ
な
い
で
正
確
な

時
を
示
す
の
が
最
高
だ
と
い
わ
れ
て
い

る
こ
と
も
付
け
加
え
て
結
ん
だ
も
の
で

し
た
。

　
長
男
は
、
こ
の
話
を
ど
う
受
け
取
っ

て
く
れ
た
の
か
知
ら
な
い
け
れ
ど
も
、

子
供
な
り
に
理
解
し
て
く
れ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

小
さ
な
善
意
も

や
が
て
大
き
く
実
り
ま
す

富

井

　
私
は
今
か
ら
十
五
年
ほ
ど
前
か
ら
、

衛
生
推
進
員
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。　

以
前
は
ヵ
や
ハ
ェ
の
発
生
な
ど
で
た

い
へ
ん
な
も
の
で
し
た
。
そ
の
後
生
活

様
式
も
変
わ
り
、
ま
た
町
で
発
生
源
と

な
る
ゴ
ミ
の
集
収
を
行
う
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
は
著
し
く
減
少
し
、
そ
の
効
果

の
大
き
か
っ
た
こ
と
を
深
く
感
じ
て
い

ま
す
。

　
河
川
の
汚
れ
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

貞
雄
さ
ん
（
上
野
）

よ
っ
て
改
善
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
後

も
、
下
水
溝
な
ど
毎
月
の
そ
う
じ
を
忘
，

れ
な
い
で
や
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　
近
ご
ろ
、
国
道
二
五
二
号
線
沿
い
に

空
き
カ
ン
な
ど
の
ゴ
ミ
の
散
乱
が
は
な

は
だ
し
く
目
立
ち
、
私
た
ち
も
何
回
か

空
き
カ
ン
拾
い
に
出
動
し
て
い
ま
す
が
、

な
か
な
か
こ
の
問
題
は
解
決
し
ま
せ
ん
。

部
落
内
で
も
近
く
に
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い

た
ら
拾
っ
て
家
の
も
の
と
い
っ
し
ょ
に

し
、
ゴ
、
・
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

　
紙
く
ず
な
ど
は
家
の
近
く
で
燃
す
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
化
学
製
品
な

ど
も
の
す
ご
い
悪
臭
を
放
つ
も
の
が
混

じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欠
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一
一
一

な
と
で
す
。
ま
た
、
年
寄
り
に
な
る
と
、

目
や
耳
、
そ
れ
に
足
下
も
悪
く
な
り
ま

す
。
車
道
に
出
る
と
き
は
車
が
来
た
か

ど
う
か
よ
く
確
認
し
て
か
ら
に
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
れ
か
ら
、
斜
め
横
断
も
非

常
に
危
険
な
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

③
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
老
人
の
方
が

い
ま
す
が
、
交
通
ル
ー
ル
は
ご
存
知
で

す
か
。
た
と
え
ば
、
右
に
曲
が
る
と
き

に
は
右
手
を
水
平
に
あ
げ
る
。
左
へ
曲

が
る
に
は
右
手
を
ひ
じ
か
ら
折
り
上
に

あ
げ
て
か
ら
に
す
る
…
…
な
ど
。
交
通

ル
ー
ル
の
勉
強
を
し
ま
し
ょ
う
。
道
路

を
横
断
す
る
と
き
に
は
、
必
ず
自
転
車

土
地
に
力
を
打
ち
込
む

　
　
ー
農
家
の
主
婦
と
し
て
ー

藤
巻

　
農
家
に
生
ま
れ
、
農
家
に
嫁
い
で
二

十
数
年
過
ぎ
ま
し
た
。

　
結
婚
当
初
は
ほ
と
ん
ど
の
家
が
専
業

農
家
で
、
た
ん
ぼ
へ
行
っ
て
も
あ
ち
ら

こ
ち
ら
に
人
の
姿
が
見
ら
れ
、
お
互
い

言
葉
を
交
わ
し
合
っ
た
り
し
て
と
て
も

楽
し
い
っ
た
の
で
す
が
ー
。

八
重
子
さ
ん
（
塩
辛
）

　
し
か
し
時
代
は
変
わ
っ
て
、
県
営
ほ

場
整
備
事
業
、
第
二
次
構
造
改
善
事
業

な
ど
が
行
わ
れ
、
農
作
業
に
人
件
費
は

か
か
ら
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
金
銭
的

に
は
苦
し
く
感
じ
ま
す
。
男
の
方
は
勤

め
に
出
る
よ
う
に
な
り
、
女
の
方
も
内

職
と
い
っ
た
ぐ
あ
い
に
、
現
金
収
入
を

得
る
た
め
一
生
懸
命
で
す
。

　
当
時
は
、
だ
れ
も
が
「
た
ん
ぼ
が
大

き
く
な
っ
て
よ
か
っ
た
の
オ
」
と
た
い

へ
ん
喜
び
ま
し
た
。

　
そ
れ
も
つ
か
の
ま
、
私
た
ち
に
と
っ

て
非
常
に
困
る
減
反
が
命
ぜ
ら
れ
ま
し

を
降
り
て
渡
っ
て
く
だ
さ
い
。

④
運
転
手
の
方
に
お
願
い
し
ま
す
。
雪

が
降
る
と
消
雪
パ
イ
プ
の
水
で
道
路
が

ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
り
ま
す
の
で
、
歩

行
者
の
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
ス
ピ
ー
ド

を
落
し
て
通
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑤
夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
ば
、
老
人
の

方
は
な
る
べ
く
外
出
を
控
え
る
こ
と
で

す
。
も
し
出
る
と
き
に
は
、
車
か
ら
よ

く
見
え
る
よ
う
な
明
る
い
服
装
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

　
以
上
の
こ
と
を
守
り
、
老
人
の
交
通

事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
　
舎
同
橋
さ
ん

は
、
老
人
交
通
安
全
推
進
員
で
す
）

た
。
ほ
場
整
備
の
費
用
を
払
っ
て
い
る

た
ん
ぼ
に
稲
を
植
え
ら
れ
な
い
、
な
ん

と
悲
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
五
十
六
年
度
か
ら
一
二
年
計
画
で
始
ま

る
「
第
二
期
減
反
」
も
最
終
決
定
し
た

と
の
こ
と
！

　
家
で
は
、
主
人
が
勤
め
て
い
る
の
で
、

私
が
減
反
を
含
め
一
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
水
田
の
管
理
を
し
て
い
ま
す
。
転
作

作
物
の
作
付
け
を
し
て
も
後
の
管
理
が

で
き
な
い
状
態
で
す
。
今
後
ま
す
ま
す

増
え
る
減
反
に
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し

て
行
っ
た
ら
い
い
の
か
が
悩
み
の
種
で

す
。

　
け
れ
ど
も
、
こ
れ
も
農
業
に
生
き
る

人
の
宿
命
で
も
あ
る
の
で
、
許
さ
れ
る

範
囲
の
土
地
に
力
を
打
ち
込
ん
で
、
こ

れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
行
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。

ぺ
の
は
近
所
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、

燃
え
る
ゴ
ミ
と
し
て
集
収
日
に
出
す
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
焼
却
場
で
は
燃

え
や
す
い
ゴ
ミ
を
多
く
出
し
て
も
ら
う

こ
と
に
よ
り
、
燃
料
節
約
の
足
し
に
な

る
と
い
っ
て
い
ま
す
。

　
一
人
一
人
の
行
う
善
意
は
小
さ
く
と

も
、
美
し
い
町
づ
く
り
の
支
え
と
な
っ

て
大
き
く
実
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で

県
青
年
大
会
出
場
を
目
ざ
す

平
野
久
美
子
さ
ん
（
木
島
町
）

毎
年
、
今
年
の
目
標
な
る
も
の
を
立

て
て
は
い
ま
す
が
、
初
心
忘
れ
る
べ
か

ら
ず
の
言
葉
を
切
々
と
感
じ
な
が
ら
も
、

い
つ
も
三
日
坊
主
に
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

我
な
が
ら
あ
き
れ
か
え
る
ほ
ど
根
気
が

な
い
の
で
す
が
、
こ
ん
な
私
で
も
五
年

以
上
続
け
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
す
。
こ
れ
だ

け
の
間
続
い
て
い
る
の
は
、
や
は
り
仲

間
と
い
う
同
じ
こ
と
に
汗
を
流
せ
る
人

た
ち
が
ず
っ
と
私
を
引
き
付
け
て
い
て

く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
総
合
体
育
館
で
週
二
回
、
夜
七
時
半

こ
ろ
か
ら
の
練
習
で
す
が
、
寒
く
て
行

き
た
く
な
い
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
行
か
ず
に
は
い
か
な
い
よ
う

な
気
に
な
る
の
は
、
バ
ド
、
、
・
ン
ト
ン
と

い
う
ス
ポ
ー
ッ
の
魅
力
も
あ
り
ま
す
が
、

い
っ
し
ょ
に
楽
し
む
人
た
ち
の
影
響
も

大
き
い
の
で
す
。

　
私
の
母
も
い
っ
し
ょ
に
や
っ
て
い
ま

す
が
、
日
曜
日
に
ほ
か
の
町
の
試
合
に

参
加
し
て
く
る
と
、
ま
ず
試
合
の
結
果

や
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
、
実
に
生
き
生

き
と
話
し
て
く
れ
ま
す
。
今
で
は
も
う

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
生
活
の
中
か
ら
抜
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
に
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　
私
に
と
っ
て
も
、
協
会
の
練
習
や
大

会
等
を
通
じ
て
、
年
齢
や
男
女
の
差
別

な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
知
り
合
い
に

な
れ
る
の
は
た
い
へ
ん
う
れ
し
い
こ
と

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
人
の
輪
を
閉
じ
る

こ
と
な
く
、
さ
ら
に
広
げ
る
よ
う
努
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
し
あ
た
っ
て

今
年
の
目
標
は
、
ま
た
青
年
大
会
の
県

大
会
に
出
場
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
る
こ

と
で
す
。
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各種交付金

　　67，480千円

　　　　　　　　　　鞭　　　　　　　　　纏・　　　　　　　　聚　　　　　　　　繧　　　　　　　駿　　　　　　蟹　　　　　覇
　　　　　藝

　　　　　　　　　犠
　　　　　　　　璽　　　　　　　鷺『

　　　　繋

　　　灘

　　璽慧

％
％

入

〆国庫支出金

351，838千円

　12．9％

／地方交付税

930，011千円

歳
2，727，582

　　　　千円

堅源8a6髪

依
存

町債
375，100千円

　13．8％

一
1
．
ー
1
．
9
匿
1
．
I
I
・
I
I
I
I
・
l
o
l
．
I
o
o
g
I
I
o
1
9
1
1
0
0
0
1
・
9
0
1
●
1
9
5
1
巳
I
I
e
I
・
巳
1
1
1
1

じ　

い
…
　
A
，
回
は
、
五
十
四
年
度
の
一
般
会
計
決
算
に

し

…
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

り

…
　
決
算
額
は
、
五
十
三
年
度
よ
り
も
歳
入
歳
出

芝
も
9
三
巖
少
し
ま
し
た
・
前
年
度
よ
り
。

署
決
算
額
雫
回
っ
た
の
は
・
昭
和
三
＋
四
年
。

憂
以
悉
す
・
こ
れ
は
・
前
年
度
に
総
合
体
育
。

皿
麩
設
や
多
く
の
災
害
復
旧
奮
が
あ
り
戻
。

算
糧
全
体
が
大
き
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
・
。

…
歳
入
で
は
・
地
方
交
付
税
が
三
四
二
％
を
。

苫
め
て
ト
ッ
プ
で
す
が
巌
し
い
財
肇
情
に
。

…
よ
り
、
伸
び
率
は
前
年
度
の
二
〇
三
％
か
ら
。

…
七
・
四
％
と
大
き
く
下
回
り
ま
し
た
・
町
税
も
。

箭
年
度
の
±
・
三
％
の
伸
び
よ
り
δ
三
。

劣
下
回
っ
て
い
ま
す
・
町
の
借
金
の
町
債
は
・
。

…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

9

計会般「

34．1％

県支出金　　＼

　526，758千円

　　　　19、3％

況てす

OOOOOOOOOooo

金（町民1人当たりでは）覚禾

町民税
　9，864円

騎壌
ポ
》
　
　
h
伊

ロロココ「

論
固霧麗雌

軽自動車税

　　482円
　
の
ひ

グ
‘
。

鈍

たばこ消費税2，214円

電気税1，α75円

木材引取税　　　8円

合計
30，861円

※町民1人当たりの歳出額は

　263，484円となっています。

費
円

　
　
　
千
）

　
　
　
2
％

　
　
6
」

生
診
＠

　
　
1

　
　
1

　
　
1

衛

災害復旧費
　　251，600千円
　　　　　（9．4％）

土　木　費

　　322，291千円
　　　　（12．O％）

》元金89，956〉利子113，777

レ衛生施設組合負担371473　レ

水道事業繰出10，000》簡易水

道繰出14，664　レ各種検診等委

託5，282

公債費
、2Q3，733千円

　（7．6％）『

1〉農林水産施設　　（162か所l

l76，493　1〉公共土木施設（54カ

所）57，651

レ道路台帳作成5，860》国県道

工事負担2数010》町道舗装修

繕等10，987　》同新設改良（20

か所）121，514レ同物件補償費

3，188レ雪害対策48，014　レ山

野田川改修6，500）・急傾斜地崩

壊対策負担5，050》ガケ地付近

危険住宅費2，930〉危険住宅移

転補助2，844

▲献血に訪れた人

▲除雪作業中

費490千円
（一％）

働労
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三
二
・
四
％
の
減
で
す
が
、
予
算
に
占
め
る
割

合
は
一
三
・
八
％
で
町
税
よ
り
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
自
主
財
源
（
町
が
自
力
で
集
め
る
お
金
）

は
一
七
・
四
％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
歳
出
で
目
立
っ
た
も
の
は
民
生
費
で
、

六
八
・
○
％
の
伸
び
で
す
。
千
手
保
育
園
建
設

が
大
き
な
ウ
ェ
ー
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

災
害
復
旧
費
も
五
十
三
年
六
月
二
十
六
日
の
梅

雨
前
線
豪
雨
復
旧
の
た
め
、
三
七
・
六
％
と
伸

び
ま
し
た
。
建
設
事
業
な
ど
の
投
資
的
経
費
は

五
〇
・
九
％
で
前
年
よ
り
二
・
九
％
も
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
実
質
収
支
は
、
四
千
六
百
四
十
九
万
円
の
黒

…
字
で
、
財
政
運
営
は
健
全
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

『
・
●
o
o
g
o
6
尋
l
1
6
0
・
．
9
1
0
・
o
．
o
o
6
●
●
o
o
・
．
9
陰
●
曜
．
9
0
●
0
9
・
，
o
●
0
9
0
．
●
．
●
・
墜
9
●
●

4，649万0，233円

oooooooooooo

54年度一般会計
27億2，738万2，822円

26億8，089万2，589円

入
　
出

歳
歳
差引黒字

2，680，892千円出歳

昭和54年度

oooooooooooo

費
柵
）

　
　
㏄
部

務
」
腰

　
　
謝
（

総

民　生　費
　　379，076千円
　　　　（14、1％）

教育費
449，973千円

　（16．8％）

農林水産業費

　454，618千円
　　（17．0％）

》役場駐車場舗装2，740）哺佐

駐車場用地買収12，183レ中子

関係物件補償39，983》広域事

務組合負担4，579

1〉なかまの家福祉会補助4，960

レ町社会福祉協議会補助3，899

レ老人医療費扶助50，842レマ

イクロバス収納庫建設3，510》

千手保育園設計・監理6，200》

同改築118，8（》8

》千手小校舎建設144，251レ同

既存建物整備15，000　）伺特別

教室設備5，000レ上野小屋体建

設関連工事3，400》同消パイ布

設2，6㏄1レ橘小グランド擁壁設

置2，450レ仙田小敷地整備工事

6，250》千手小視聴覚器材7，980

》川西中理科室改修5，570》総

合体育館駐車場造成7，000レ庚

塚運動場建設34，404

響
繭
議
・

　
憲
蝋

》基盤整備補助10，000》十日

町家畜指導診療所運営協議会負

担2，1281〉水田利用再編特別交

付金6，536レ湿地用チルトドー

ザー8，700　》パワーショベル

5，580レ自動製縄機・縄仕上機

3，025レ新農構土地基盤整備補

助58，833》近代化施設整備等

補助19，926　レ特産営農団地育

成対策補助4，887レ地域農政特

別対策補助3，000レ・農業集落ド

水道測量設計9，900〉モデル町

道整備58，174　》同防火水そう

整備6，908》フラッシュ連絡水

路整備10，058　》新町新田農村

公園整備9，006》林道峰方線開

設工事18，060》造林事業53，362

ニシキ鯉温水越冬施設　24，950

》同水そう・ポンプ2，830

▲庚塚運動場で

▲千手保育園と園児たち

金出支諸費工商

18，650千円
　　（0．7％）

20，417千円
　　（0．8％）

1〉教員住宅譲受代金　18，650レ町商工会補助2，500

会　　費

39，167千円
　　（1．5％）

議

防　費
85，411千円
　　（3．2％）

消

》広域消防負担81，732
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丸

山
仁
吉
さ
ん
　
統
計
で

農
林
水
産
大
臣
表
彰
を
受
賞

　
旧
ろ
う
十
日
に
、
統
計
調
査
員
の
丸

山
仁
吉
さ
ん
（
下
原
）
が
、
一
九
八
○

年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
功
績
者
と
し

て
、
農
林
水
産
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

鰹

篇
琶
勢
謬
葵
歎
剰
蓼

し
た
。
（
伝
達
は
同
十
六
日
新
潟
市
で
）

　
農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
農
林
業
資
源

総
量
を
は
握
し
、
農
政
推
進
上
や
生
活

環
境
の
諸
計
画
を
策
定
す
る
資
料
を
得

る
た
め
、
五
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

昨
年
は
二
月
一
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
丸
山
さ
ん
は
、
各
種
統
計
調
査
の
調

査
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
な
か
で
も
、

国
勢
調
査
に
は
昭
和
二
十
五
年
か
ら
携

わ
っ
て
お
い
で
で
す
。

縫肇

聡

ふ
る
さ
と
の
便
り
に

　
　
　
　
心
が
ぬ
く
み
ま
す

　
広
報
か
わ
に
し
を
、
毎
月
十
部
ず
つ

送
っ
て
い
た
だ
き
、
在
京
の
方
々
へ
私

か
ら
届
け
て
お
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
か

ら
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
、
読
ま
れ
て
い
る

様
子
で
す
。

　
私
は
、
昭
和
五
年
に
上
京
以
来
、
現

在
の
タ
ク
シ
ー
業
を
続
け
て
お
り
ま
す

が
、
そ
の
間
、
戦
争
に
よ
る
混
乱
期
な

ど
も
あ
り
、
現
在
ま
で
経
営
は
苦
労
の

連
続
で
し
た
。
ま
た
最
近
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
や
大
気
汚
染
を
は
じ
め
と
す

　
　
　
　
　
足
立
区
丸
山
伴

る
公
害
問
題
な
ど
で
、
心
の
休
ま
る
暇

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
毎
日
で
す
が
、
郷
里
の
実
家

か
ら
の
便
り
や
ら
、
広
報
か
わ
に
し
な

ど
に
よ
り
、
生
ま
れ
故
郷
の
あ
の
広
々

と
し
た
田
園
風
景
や
、
近
く
の
山
々
、

信
濃
川
、
そ
れ
に
村
の
人
々
、
特
に
旧

友
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
て
、
心
の
ぬ
く

も
り
を
楽
し
ん
で
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ

で
す
。

　
郷
里
の
町
も
、
田
畑
の
整
地
、
道
路

四
　
　
　
　
善

　
　
　
　
　
　
　
　
　
意

　
次
の
善
意
が
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

※
父
政
治
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
丸
山

　
虎
尾
さ
ん
（
野
口
）
か
ら
二
万
円

※
母
ム
メ
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
蔵
品

　
三
勇
平
さ
ん
（
霜
条
）
か
ら
一
二
万
円

　
な
か
ま
の
家
建
設
資
金
と
し
て

※
関
口
潔
さ
ん
（
千
手
小
学
校
）
か
ら

　
四
万
一
千
八
百
十
五
円

　
広
報
発
行
の
一
助
に
と

　
千
葉
県
の
押
木
三
平
さ
ん
（
田
戸
出

身
）
か
ら
、
一
万
円

　
　
　
　
　
　
　
げ
び
キ
ゆ
ぎ
マ
ビ
マ
ゐ
ぞ
じ
　
　
じ
ド
じ
　
ド
　
ロ

　
　
　
　
　
　
．
蓼
甲
｝
藻
・

・
出
身
　
木
落

・
離
町
昭
和
3
年

郎
さ
ん
（
七
＋
一
歳
）

の
整
備
等
で
す
ば
ら
し
い
発
展
で
す
が
、

こ
れ
を
計
画
実
施
さ
れ
る
町
の
方
々
の

苦
労
を
お
察
し
す
る
と
と
も
に
、
な
お

い
っ
そ
う
の
ご
努
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
今
後
も
、
郷
里
か
ら
遠

く
離
れ
て
生
活
し
て
い
る
私
た
ち
へ
、

ふ
る
さ
と
の
便
り
「
か
わ
に
し
」
を
送

っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
。

　
皆
さ
ん
の
ご
健
康
と
ご
幸
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

劉

　　　　　　　　　　葦無・　　　撃騰り魏縷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湾
噺

わ
し
の
　
　
糠
、

　
　
　
　
　
　
自
慢
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
へ
、
唇
●
・
噂

籠
鴬
彊
餐
零
葡
螺
蟹
聯
鐸
璽
岬
属
耗
窺
伽
マ

　
テ
レ
ビ
を
見
る
よ
り

　
　
「
し
し
ゅ
う
」
で
す

　
　
　
寺
尾
清
水
ミ
ヨ
さ
ん

　
清
水
さ
ん
は
、
毎
日
を
忙
し
く
お
過

ご
し
の
方
で
あ
る
。

　
春
は
ぜ
ん
ま
い
取
り
、
夏
は
田
の
草

取
り
、
そ
し
て
秋
は
角
万
寺
の
畑
が
待

っ
て
い
る
。
ま
た
、
は
ち
ギ
ク
づ
く
り

も
趣
味
で
、
山
か
ら
落
ち
葉
を
集
め
て
、

堆
肥
づ
く
り
か
ら
始
め
る
と
い
う
本
格

派
で
あ
る
。

　
「
キ
ク
は
、
春
か
ら
い
っ
し
ょ
う
け

ん
め
い
か
わ
い
が
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
、

き
れ
い
に
は
咲
か
な
い
、
や
っ
と
咲
い

た
か
と
思
え
ば
す
ぐ
散
っ
て
の
オ
」

　
も
の
を
育
て
る
こ
と
や
作
る
こ
と
は
、

苦
労
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
後
の
楽
し

み
が
大
き
く
な
る
と
説
く
。

　
春
、
夏
、
秋
ま
で
話
し
て
く
れ
た
。

そ
れ
で
は
冬
は
ー
。

　
「
テ
レ
ビ
ば
っ
か
り
見
て
い
ら
れ
な

い
の
で
の
オ
、
内
職
を
ち
よ
っ
と
と
、

そ
れ
か
ら
、
し
し
ゅ
う
を
楽
し
ん
で
い

る
て
エ
」

奥
の
方
か
ら
、
だ
る
ま
の
七
転
八
起

の
絵
や
ア
ル
プ
ス
、
松
に
金
鳥
、
そ
れ

に
七
福
神
の
絵
を
持
ち
出
し
て
き
た
。

み
ご
と
な
で
き
ば
え
の
も
の
ば
か
り
だ
。

　
し
し
ゅ
う
で
い
ち
ば
ん
難
し
い
と
こ

ろ
は
i
。

　
　
「
わ
く
に
布
を
張
る
の
が
め
ん
ど
う

で
、
張
り
方
が
弱
い
と
刺
し
に
く
い
。

し
わ
も
寄
っ
て
く
る
し
の
オ
」

　
何
事
も
準
備
が
肝
心
で
あ
る
。

　
　
「
色
合
わ
せ
も
な
か
な
か
め
ん
ど
う

で
、
こ
の
七
福
神
の
絵
も
、
三
十
種
類

ほ
ど
の
糸
を
使
っ
て
い
る
て
エ
」

　
下
絵
は
描
い
て
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

根
気
が
い
る
。
熱
中
す
る
と
夜
の
十
二

時
ご
ろ
ま
で
も
や
る
と
い
う
ハ
ッ
ス
ル

ぶ
り
。
七
福
神
の
絵
は
、
一
旦
二
、
四

時
間
で
十
日
ぐ
ら
い
か
か
っ
た
と
い
う
。

　
「
で
き
た
の
は
ほ
と
ん
ど
知
り
合
い

の
人
に
や
っ
て
し
ま
う
が
ん
そ
オ
」

　
皆
さ
ん
は
、
知
り
合
い
に
な
り
た
く

よ
ー
9
●

▼ガクに囲まれた清水さん

撚

㎜
嚢
，

難
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新潟県史
ただいま予約受付中

　
新
潟
県
“
立
県
百
年
”
の
記
念
行
事

と
し
て
、
か
ね
て
編
さ
ん
を
進
め
て
き

た
「
新
潟
県
史
」
は
昨
年
に
続
い
て
、

五
十
六
年
三
月
末
に
四
巻
が
刊
行
と
な

り
ま
す
。

　
刊
行
予
定
の
四
巻
は
、
未
公
刊
の
史

1月20日から

　　郵便料金改正

●郵便料金が1月20日から別表のように改正されます。

《新郵便料金表》

料
を
多
数
紹
介
し
て
お
り
、
新
潟
県
の

歴
史
を
知
る
う
え
で
の
貴
重
な
資
料
集

で
す
。

　
こ
の
機
会
に
多
く
の
皆
さ
ん
の
購
読

を
お
勧
め
し
ま
す
。

◎
今
回
刊
行
巻
の
内
容

・
原
始
古
代
二
文
献
編
　
一
、
一
、
六
。

・
近
世
一
　
　
上
越
編
　
四
、
五
。

・
近
世
二
　
　
中
越
編
　
四
、
五
。

・
近
世
四
　
　
佐
渡
編
　
四
、
八
0

　
な
お
、
既
刊
の
近
世
下
越
編

。
0
円
）
、
明
治
維
新
編
－
命
、
八

。
。
円
）
も
在
庫
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
い
ず
れ
も
送
料
別
） バf埼（ ）（つ⊂⊃⊂

二⊃

　　　ヤ
⊂

⊃六円円円円

◎
申
込
先

　
県
総
務
部
県
史
編
さ
ん
室
（
〒
㎝
新

潟
市
学
校
町
通
一
番
町
魯
〇
二
五
二
ー

現行 新　料金

第一種
（封書）

定　　　　形

定　　形　　外

郵　便書　簡

　259まで
｛50舷で

｛50舷で

1009まで

50円

60円

100円

140円

50円

60円

70円

120円

170円

50円

藩き弩 20円 　　40円
（年度内30円

第三種 毎　3口芝　発
オ『齢

509まで 15円 25円（予定）

四 通　信　　　育 1009まで 8円 12円（〃　）

書　　留

現
1
0
0
0
0
円
ま で 300円 350円（〃　）

速　　達
通　　　　常 2509まで 150円 200円（〃　）

小　　　　包 2旬まで 250円 300円（〃　）

二
二
ー
五
五
二
）

◎
申
込
方
法

　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
購
入
巻
名
、

冊
数
、
公
・
私
用
の
別
、
電
話
番
号
な

ど
を
記
入
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。十

日
町
高
校

　
　
　
定
時
制
中
心
校

生
徒
を
募
集

試
験
日

そ
の
他

募
集
人
員

願
書
受
付

出
願
手
続

普
通
科
一
学
年
四
十
人

二
月
二
日
か
ら
二
月
九
日

正
午
ま
で

入
学
願
書
・
受
験
票
・
調

㌔811110騨1。ll噺一1●Ol，●oo－81魯Oo。ll川o。，，，llOIOl－ll川09，Ill巳1隔。。，8100001。，ll川1恥80811001”98川1611081樋1魯Ol6101導llo．lol“ll●．loOI810119●loOOllD…oll・611“一〇“ll・・11

灘
．

懸　屡1電、さ霧
　　　　　　　　　　　酵1、＼器

　　1灘、，欝、1父1きミぽ
　　　　　　　　　　　か　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　う　　　　　　　　　　ヤ　　　　　ゴ
　闘灘　撒　・　　聲今年は　　1
　　　　　　　　　　　た　　　　　　　　　　　　ま
　　　　　　　　麟　　ぞうれしい一年生i

査
書
．
入
学
考
査
料
（
三

百
円
）
を
在
学
（
出
身
）

中
学
校
長
を
経
て
、
十
日

町
高
等
学
校
長
へ
提
出

三
月
十
六
日
（
月
）

①
入
学
後
、
年
間
所
得
百

十
九
万
円
未
満
の
人
に
は
、

国
が
卒
業
ま
で
の
四
年
間
、

修
学
奨
励
金
と
し
て
、
毎

月
七
千
円
を
支
給
し
ま
す
。

②
以
前
に
中
学
校
を
卒
業

し
た
人
も
歓
迎
し
ま
す
。

③
詳
し
く
は
、
十
日
町
高

校
定
時
制
中
心
校
へ
（
魯

○
二
五
七
五
i
二
－
三
五

七
五
・
三
五
七
六
）

り公民館だよ
期　　日 学級講座名 学習内容 学習時間 会　　場

月　　日

1．16 田中婦人学級 室内　ゲー　ム 午　後
7二30～9：30

田中公民館

1．26 青　年　学　級 レクリエーシヨン 〃
総　　　合
センタ　ー

2．　6 新町家庭教育学級 高校生の家庭教育 〃 新町公民館

2．10 元町家庭教育学級 高校生の家庭教育 〃 元町集会所

2．11 上野家庭教育学級 閉　　　級　　式 〃 上野分館

2．15 千手婦人学級 レクリエーシヨン
午　後

1；30～3：30

旧千手中学

校体育館

。
三
3
嶋
｛
…
」
一
…
…
｛
一
…
輔
三
軸
三
三
一
一
…
ξ
三
一
一
”
一
覧
…
3
…
。
三
。
…
一
一
三
ξ
一
…
。
蓬
一
…
3
…
一
…
ξ
…
三
一
一
一
ζ
き
一
。
…
囎
き
一
ミ
三
｛
一
…
。
三
一
一
一
…
一
三
一
隻
～
三
一
～
三
一
…
ξ
一
…
9
一
；
一
一
一

　
年
が
明
け
て
、
今

年
は
待
望
の
一
年
生

に
な
れ
ま
す
。

　
就
学
予
定
者
健
康

診
断
は
、
各
小
学
校

と
も
、
昨
年
の
う
ち

に
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
十
二
月
に
は
、
千

手
小
学
校
で
健
康
診

断
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
幼

稚
園
な
ど
で
集
団
生

活
に
は
慣
れ
て
い
ま

す
の
で
、
学
校
で
も

心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
、
親
御
さ

ん
の
ほ
う
が
た
い
へ

ん
。

》
「
交
通
安
全
ち
か
い
の
こ
と
ば
」
横
山
美
晴
さ
ん

正
月
マ
ラ
ソ
ン
豪
雪
の
た
め

交
通
安
全
講
話
に
切
り
替
え

　
二
日
に
行
わ
れ
る
予
定
だ
っ
た
恒
例
の
正
月
マ
ラ

ソ
ン
は
、
豪
雪
の
た
め
に
道
路
事
情
が
悪
く
、
競
技

は
取
り
や
め
、
急
き
ょ
交
通
安
全
講
話
に
切
り
替
え

ら
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
、
川
西
駐
在
所
の
山
賀
さ
ん
が
当
た
ら

れ
、
交
通
事
故
の
実
例
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
こ
そ
は
、
交
通
事
故
が
な
い
よ
う
に
…
…
。
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ガ
ン
の
「
く
せ
」
を

心
得
て
お
き
ま
し
ょ
う

　
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
二
番
目
に

な
っ
て
い
る
ガ
ン
と
は
ど
ん
な
病
気

な
の
か
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
日
本
人
に
い
ち
ば
ん
多
い
ガ
ン
は
、

男
女
と
も
胃
ガ
ン
で
す
。
次
は
、
男

性
が
肺
ガ
ン
、
女
性
で
は
子
宮
ガ
ン

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
川
西
町
で
は
、
死
因
別
に
み
ま
す

と
ガ
ン
に
よ
る
死
亡
数
は
、
脳
血
管

疾
患
に
次
い
で
第
二
位
で
す
。

　
　
　
　
　
ガ
ン
に
は
四
つ
の
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

◎
そ
の
一
つ
は
、
異
常
な

ふ
え
方
で
す
。
ひ
と
た
び

ガ
ン
細
胞
が
ふ
え
は
じ
め

る
と
、
非
常
な
ス
ピ
ー
ド

で
、
周
囲
の
正
常
な
組
織

を
押
し
の
け
て
増
殖
を
し
ま
す
。

◎
第
二
は
、
転
移
と
い
わ
れ
る
飛
火

で
す
。
は
じ
め
で
き
た
と
こ
ろ
の
ガ

ン
細
胞
が
は
が
れ
落
ち
て
、
リ
ン
パ

の
流
れ
や
血
管
に
入
っ
て
、
ほ
か
の

場
所
に
飛
火
を
し
て
、
そ
こ
に
ま
た

ガ
ン
を
つ
く
り
ま
す
。
も
と
の
ガ
ン

を
手
術
し
て
と
っ
て
し
ま
っ
て
も
、

こ
の
転
移
に
よ
っ
て
、
ほ
か
の
場
所

に
ガ
ン
が
残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

◎
第
三
は
、
ガ
ン
に
か
か
る
と
だ
ん

だ
ん
体
が
や
せ
て
き
ま
す
。

◎
第
四
に
は
、
出
血
し
や
す
く
な
る

こ
と
で
す
。
胃
ガ
ン
は
、
進
む
と
便

に
血
液
が
ま
じ
り
、
黒
い
便
が
出
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
肺
ガ
ン
は
、
血

プ
パ疾

が
出
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
子
宮

ガ
ン
は
、
出
血
し
や
す
い
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
ガ
ン
の
「
く
せ
」
を

よ
く
心
得
て
、
早
期
発
見
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

鴫
1977年厚生省統計

26，4％

その他

36，5％6

死亡数　83，048人

9．5％、

48％44％30％
肝臓

胃

㈹
幽
・

　　日本人のガン
どんなガンが多いか

30，4％

その他

31．6％

死亡数　62，632人

胃

7，4拓

　　　σ4％56％峨2％

肺肝臓乳房スイ臓1蓋論

Q
劇
・

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

小南丸田星小清宮
林雲山中名林水

怜
奈

一
樹

伸
彦

高
子

一
気

学
美

由
香

宣
昌

立久透正武浩之新
雄男　樹夫一雄一

ニニニ長長二長二
男女女男女男男女
　　発
中中電朝寺中寺東
仙仙所日ケ仙善
田田通町崎田尾寺

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

9和登福
　久坂原
亭井
1豊松厚
1治治
1木赤原
ミ

　落谷田

1七六1一九三

撒
繍

”
一
”
之
※
”

漏
ぢ
醍
一

：
衰
÷

榊　“
■
　
り
》
㌧

　
．
郵

構
　
，

ノ
》
’

小
わ
ビ

　
　
　
噂
喧

太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
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一
斉
に
山
動
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野
分
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◎
触
れ
て
ゆ
く
女
の
袖
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菊
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る
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◎
大
根
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抜
き
た
る
土
の
柔
か
し

　
秋
の
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重
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信
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天
も
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足
も
と
の
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天
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売
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息
白
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朝
市
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人
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つ
ほ
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と
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少
し
積
み
て
朝
の
航
い
舟

雪
罪
々
と
出
初
の
鐘
の
近
く
鳴
る

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

物
思
う
こ
と
多
か
り
し
年
の
暮

ぬ
ば
た
ま
の
闇
に
移
ろ
う
去
年
八
，
年

新
春
の
賀
詞
交
し
合
い
雪
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
三
領
　
高
橋
た
か
し

初
雪
に
半
分
埋
れ
野
の
佛

冬
木
立
東
の
空
へ
雲
走
る

雪
の
こ
と
書
き
て
今
年
の
日
記
果
つ
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12月の交通事故発生件数

　　　　　　　累計
件数4（2）31（19
傷　者6（2）46⑫5）

死者0（0）2（3）
酒よい0（1）　3（4）
酒気おび1（1）17（19

　　（）内は前年比較
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高
倉
か
ら

大
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千
葉
県
か
ら

心
配
ご
と
相
談

・
1
月
1
4
日
…
・
…
橘
出
張
所

・
1
月
21
日
…
…
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

・
1
月
28
日
・
・
…
…
総
合
セ
ン
タ
i

・
2
月
4
日
…
…
…
上
野
連
絡
所

　
・
，
ξ
至
メ
歪
濤
壕
繭
婁
讐

夜
鴨
鳴
く
三
声
目
遠
く
か
す
れ
け
り

鴨
鍋
の
炉
に
四
五
人
の
夜
を
更
か
す

冬
田
道
ペ
タ
ル
踏
み
行
く
頬
冠
り

　
　
　
　
　
　
大
倉
金
子
洋
石

二
一
二
輪
咲
い
て
美
事
や
寒
牡
丹

大
雪
に
家
埋
ま
り
て
立
つ
煙

石
段
の
踏
み
ゆ
く
霜
や
初
詣
で

　
　
　
　
　
　
野
口
　
　
寅
生

闇
汁
会
師
走
の
月
の
細
か
り
し

残
り
た
る
村
の
一
軒
藁
を
打
つ

　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
高
橋
　
笑
子

大
げ
さ
な
く
さ
め
し
て
老
こ
こ
に
在
り

水
漢
を
す
す
り
上
げ
た
る
大
丈
夫


